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更 な る
北海道造形教育連盟委員長

鹿  嶋 健発 展 を 願 っ て

全道各地の遅い花だよりが聞かれた4月 29日 、恒例

により平成 6年度地区委員総会が開催されました。

委員の皆様には、ゴールデンウィークの初頭にもか

かわらず全道各地より多数のご参加をいただき、活動

方針等 ご熱心に審議 していただきました。

お陰様で本年度の活動方針、事業計画、予算案等の

決定をみて発足することができました。心よりお礼申

し上げます。その席上で、昨年に引き続き委員長とし

てご推挙いただきました。このことは本部が札幌に設

置されていることに加え「働きが足りない、もう1年や

れ」との温かい叱咤と受け止めております。

何分、浅才非力の私ですが、多 くの諸先輩が築かれ

ました連盟を大切にするとともに今後の発展のために

努力することが私に課せられた責務であろうと考えます。

幸いに副委員長さん全員に残 っていただきましたの

で、皆さまのお力添えをいただきながら務めを果たし

て参りたいと思っております。ご協力を切にお願い致

します。

さて、ご承知のように学習指導要領の改訂 。実施も

今年度の高等学校の改訂をもって全て完了 したことに

なります。この一連の改訂の中で最 も強調されていま

すことは、『児童 。生徒一人一人の心身にわたる望まし

い発達 と成長を促すとともに、児童 。生徒が生涯にわ

たって自分の考えをもち、自分のよさを発揮 しながら

たくましく生きていく資質や能力を自ら獲得 していく』

ということであります。

これを図工・美術の教科としてとらえてみますと『自

分らしい思考力、創造力、美的判断力を発揮 して、豊

かな発想・構想をするとともに、それらとのかかわり

の中で技術や技法を身につけ、進んで創造活動を楽 し

もうとする態度を育てる。』ことになろうと考えます。

従来、図工・美術科はともするとよい絵、よい作品

(札幌市立栄町小学校長 )

を制作することに主眼がおかれて、その指導 も表現の

手段である技法や技術におちいる傾向にありました。

それを改め、授業の形態を教師先導型から児童・生

徒先導型に変え、子どもの発想や表現をありのまま認

めていかなければなりません。

また、中学校、高等学校における選択制の問題 も連

盟が抱える課題の 1つ です。中学校では英語科の重視に

よるしわ寄せが美術科を圧迫 しています し、高校の選

択制の拡大は、美術科を履修 しなくともよい方向に進

んでいます。今こそ、声を大にして美術科の重要性を

説 く必要があると考えます。

更に、全道各地の連盟組織の強化 も気になるところ

です。今まで連盟を支えてくださった多くの方がご退

職される中で、次の世代を担 う人材の加入がはかばか

しくありません。いろいろ困難な問題があると思われ

ますが、是非、若手の育成をお願い致 します。

本連盟は研究団体であり、常に造形教育のあり方の

研究を深め、底辺を拡大することが使命であります。

昨年の旭川大会では、『思いをあたため、心はずませ、

創る喜びを』を主題として実践発表がなされ大きな成

果を上げることができました。

本年度は、第44回釧路大会、しかときめく、創造の喜

びを求めて』の主題で釧路市立柏木小学校で開催され

ます。いま、釧路の皆さんはその準備に努力されてお

られることと拝察いたします。釧路大会の実践と成果

に大きく期待を寄せるとともに心から成功を祈るもの

です。

明年度、第 45回大会は石狩地区千歳市で開催と決定

されました。各大会開催地の皆様のご協力に心から感

謝申し上げます。それでは、この夏、全道各地の造形

の仲間を誘い合い、7月 27日・ 28日 、霧の街 。ロマン

の街、釧路市でお会いしましょう。

委 員 長  鹿嶋

副委員長  稲船

副委員長  和田

副委員長  金谷

平成 6年度    役

健  札幌市立栄町小長

正男  標茶町立中茶安別小中長

弘  恵庭市立恵庭中長

彊  函館市立旭岡小長

員

副委員長  船着 昭弘

監  査  山宮 喬也

監  査  寺本 吉明

札幌市立伏見小長

北見市立緑小長

芽室町立芽室小長
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第 44回 北海道造形教育研究大会

釧路大会に期待 します
―研究の方向性を探る一

北海道造形教育連盟研究部長

菅 原 清 貴

(札幌市立三角山小学校 )

は じめに……心 ウキウキが大切

広大な北海道の魅力を本当に感 じるのは、道東が一

番だと聞きます。実は私事ですが道東は一歩 も足を踏

み入れたことがありません。井の中の蛙とは私のこと

で しょう。今から心ウキウキです。未知のものに触れ

たい 。冒険 してみたい。そんな時、人間は心が高揚す

るのですね。

造形教育の価値

現在地球を覆 う様々な問題は、そのほとんどが人間

のつ くりだしたものです。 したがって、我々が解決 し

ていく責任があるのです。その鍵を握るひとつが、大

国主義的エゴイズムを脱 して、あらゆるものと共存・共

栄 していくシステムと文化をもつことではないかと思

います。そこでもとめられる人間性は、知的 。文化的

生産能力の高い、個性的・創造的で しかも感性豊かな

人間であるといわれています。さらに付け加えると、冷

淡でなく温かで潤いのある心情をもつ人間でなくては

ならないで しょう。

それは、短いスパンで志向できるものではなく、長

期的な展望をもちながら着実に押 し進めていくもので

しょう。

完全週5日制の導入などの中で、教科の再編が目前に

迫 ってきているといいます。その中で、造形教育の危

機を唱える人 もいます。 しか し、創造性や個性を育て

る教科として造形教育の果たす役割は、ますます重要

にこそなれ軽視されることはないと考えています。

そこで、教師の教え込みからの脱却を果たし、新た

な造形教育の価値 (豊かな人間性創造の教科)を社会

的に認知させていく必要があります。

今果たさなくてはならないものと、長期的な展望に

立って指向 していくことに整理 して造形教育の新 しい

種を蒔かなくてはなりません。

後者は、造形教育が社会に与える価値にまで及びま

す。す ぐには実になるものではないが、太い幹から大

きく枝を張 り、絶えず新 しい、しかもますます美 しい

実を結ぶはずです。それでは今急 ぐものとはなにか。

今果たさな くてはならないものとは

ひとことでいうと『魅力ある授業の創造』です。子

どもの内発するつ くりたいと願 う意欲を喚起 し、腹の

底から沸き上がる旺盛な「やる気」を引き出すことで

す。そこからは、最後までやり通す強い意志やそこに

至るまでのプロセスの大切さも重要になります。

具体的には次の3点を念頭において授業を構築するこ

とです。

1.子 どもの意欲を高める題材の開発や再開発。

2.子 どもの意欲が連続する題材の構成の工夫。

3.子 どもの意欲が表出する学習展開と評価の工夫。

これらを通 して『魅力ある授業』に一歩でも近付き

一人一人の子どもに満足感や成就感をたっぷり味わわ

せることです。

その結果として、主体的に追求 し他の子の表現 も認

め合う素直で優 しさに満ちた温かな子どもの姿を期待

したいのです。

この子どもの姿から、一人一人の特性や有能性を我々

教師は学ぶことです。子どもが見える教師 。子どもか

ら学ぶ教師でありたいものです。

北海道造形教育連盟のめざす もの

それでは、当連盟の短期 。長期のめざす ものを念頭

において今何が必要なのかを挙げましょう。

1.豊かな′心とたくましさを育てる教育の充実の中で図

工美術の担うべきものを明確にした授業づ くりを行う。

…主体的創造力を育てる学習スタイル

2.基礎・基本の重視と個性を生かす教育の調和的な達

成をどう実現させるか。―・基礎・基本と個性

3.造形活動の生活化をめざす白主的 。自発的な学習の

促進…生涯学習の中での造形教育の役割

4.地域の特性を大切にした造形活動の一層の充実を図

る。…北の自然 。人間から生まれる造形教育

おわ りに……『魂 の色』が見える研究 を

顧間の長谷川博先生が我々の研究に期待され『魂の

色をより鮮明たれ。Jと 言葉をかけて くださいました。

子どものそして、教師の心を問題にするレベルから、さ

らに魂にまで昇華した創造教育をめざしたいものです。

釧路の大自然から『魂の色』が響いてくる授業を期待

しています。

また、旭川で種を蒔いた造形教育の全道ネットワー

クが、この釧路で芽を出 し成長することを願っていま

す。10年後大きな大樹となって全道に根を張 り、枝葉

をつけ豊な実を結ぶことを願っています。
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第44回 全道造形教育研究大会

釘1 屁各

釧路大会研究主題

「心ときめく、創造の喜びを求めて」

平成 6年 7月 27日 (水 )。 28日 (木 )

釧路市立柏木小学校    〒085釧路市柏木町 H番 15号

釧路市生涯学習センター  0(0154)41-8361 FAX 41-8362

△
〓

期

場

△
本
　
〈
本

会場校のこ案内

釧路市立柏木小学校

バン・ マガモ・ホオジロガモなどの水鳥がむれ遊ぶ

春採湖に面 して建てられている。

昨年、釧路市でラムサール国際会議が開催され、本

校前面の春採湖の木道に沿い散策道が設けられた。

科学館、埋蔵文化財調査センター、生涯学習センター

など文化施設に隣接 した学校である。

昭和 30年 に設立、平成 2年 に校舎が改築され、平成

6年 9月 30日 に開校 40周 年の式典が挙行される予定で

ある。

オランダから購入された釣 り鐘の音色が時を知らせ

3階までの吹き抜けのオーロラホールは、太陽のシャワー

を浴び解放感を子ども達に与えている。

また、広いワークスペースのあるオープンスペース

は、個に応 じた指導に最適な学習環境である。

平成5年 にの1路市の環境教育のモデル校の指定を受け、

授業に視点を当て新 しい教育の動向を全校一九となり

取り組んでいる。

釧路大会の見 どころ

1.子 どもの思 いを生か した授業

釧路造形では、研究部を中核に一人一人の造形能力

を高める指導法を究明した授業実践で望ましい授業の

あり方を追求 してきた。

その過程で一人一人の子どもの良さや思いを生かし

た子ども側に立つ授業のあり方は、どのようにしたら
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よいかが、少 しなが ら明らかになってきた。

子どもの願いや夢を表現させるための手だては、題

材によって違 ってくる。

子どもの思いを生かすために何を支援 したらよいの

だろうか。どのようにしたら一人一人の子どもを知り

最適な支援をすることができるのか。解決 しなければ

ならないことが沢山ある。

子どもの思いを生かした授業展開は、奇を街 うもの

でなく地道に一人一人に応 じた指導を工夫することに

あるのでないだろうか。

本大会の授業実践は、ベテランの皆様方にとっては

拙いものに映るかも知れませんが、ら心ときめく、創造」

(大会テーマ)を求めて授業者、部員が一丸になり取り

組んでいる姿をくみ取 って欲 しいものである。

今回の研究会で全道各地の皆様方のご指導により、

子どもの良さを生かす指導のあり方を明らかにして明

日からの財産を増やして欲 しいと願 っている次第であ

る。

2授 業構成

子どもたち一人一人が、その子のよさや可能性を発

揮する「表現」「造形あそび」「立体にあらわす」「絵に

あらわす」「つ くりたいものをつ くる」「絵画」「工芸」

「彫塑」等の 10本の授業を用意 している。

幼稚園 2本、小学校 4本、中学校 4本の授業構成であ

るが、中学校 3年 では、僻地の授業を公開する。

子どもたち自ら主体的な表現活動をするための構築

のあり方や、新 しい学力観に基づいた評価のあり方の

工夫などについて全道の皆様方の貴重なご意見をいた

だければ幸いである。

3分 科会構成

分科会は二つに分けられ、分科会 1では、授業につい

ての話し合いについて焦点を絞った分科会構成とした。

分科会 2で は、幼稚園 1、 小学校 3、 中学校 2、 高校

1、 障害児 1の 8分科会となっており、主に提言内容に

ついて話 し合いをする分科会構成となっている。

各分科会で全道各地の皆様の活発な提言を期待 した

い。

4コ ンピュータークラフィック教室

世はコンピューター時代である。釧路造形でも昨年

研究部を中心に「コンピューターグラフィック」の授

業や教師自身の実技に取 り組んでみた。

慣れない手つきでキーボー ドを操作 して絵を画面に

描いたり、デザインしたりして夢中になり熱心になり

取り組んでいる教師の姿に明日の時代を担 う熱気を感

じた。

そこで今回の大会では、コンピューターグラフィッ

クの教室を位置付けてみた。

時間をみてコンピューターグラフィック教室に参加

しコンピューターを操作 してみては、いかがですか。

釧路大会事務局 く問い合わせ。参加申し込み死5

〒 085釧路市柏木町 11番 15号

釧路市立柏木小学校 中 村 紀 雄

8 0154-41-8361・ 8362
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わたしの学校・

わたしの実践

千歳市立向陽台小学校

松 島   斉

《学校 の紹介》

世界を結ぶ空の玄関のまち、そして美 しい自然に恵

まれ、たくましく発展を続けるまち千歳…。臨空工業

団地の開発と共に、新 しい住宅団地として拓かれた泉

沢向陽台の地に昭和 57年 4月 、本校は開校 しました。

当時は、学級数 10学級、児童数321名 、教職員数 18

名でしたが、その後住宅の増加に伴い児童数が増え、校

舎も増築 しました。現在では、学級数 26学級、児童数

935名 、教職員数 40名 となりました。

校舎4階からは、360度の展望が開け、西に樽前山と

風不死岳、南に勇仏原野、東に臨空工業団地と千歳空

港、千歳市街 と遠 くの夕張の山、そして北に森や林が

見られます。この豊かな自然環境の中で、子ども達は

のびのびと活動 しています。

・地域老人との交流 ・校外奉仕活動など。

⑤日常活動として

。オアシス運動 ・美化や掲示活動…など。

《校内展示》

すべての子どもの作品を掲示するなかで、生きた学

習環境づくりをし、児童の創作意欲を高めています。

①学級掲示板、学年掲示板の活用で、工夫をこらし、

情報交換を図るとともに、児童の創作意欲を高め

ています。

②全校向け掲示のため、各階の掲示板を活用 してい

ます。

③夏 。冬休み作品展に各階のホールを活用。

④校外作品展、地域作品展に積極的に参加。

その他、体育館や廊下、階段ホールなどに卒業制作

の壁画、花や小鳥の写真や資料を展示 しています。ま

た、新千歳空港ターミナルビル 3階に展示の壁画「21

世紀・夢・未来」を本校児童 (4～ 6年生)が制作 しま

したが、その時に制作 した兄弟壁画を体育館入口前に

展示 しています。

《児童の活動》

開校以来、地域の自然を生か し、自然との触れ合い

を大切にして、自ら学ぶ意欲と豊な心情を育てること

に努め、「花と小鳥と緑の学校」をテーマにしてきまし

た。児童会が中心になって活動 していることに次のよ

うなものがあります。

①植物栽培活動 として

。一人一本栽培 。一人一鉢栽培 ・兄弟学級花壇づ

くり 。なかよじ花壇づ くり…など。

②小鳥の世話・観察として

。小鳥の レス トラン経営 ・月ヽ鳥の観察活動。

③発表集会としての「花と小鳥の集会」など。

④社会福祉への参加として

(6)

《校内研究》

平成4年度までは、前記のように児童のあ、れあい活動

を中心にした、学級活動・ 児童会集会活動を校内研究

としてきました。今回、平成 7年 の第 45回全道造形教

育研究大会の会場校をひきうけることになり、これを

機会に図工科を中心とした校内研究に取り組むことに

なりました。初年度は、図工科のあり方について学習

し、「子どもの主体的活動を大切にする」ことを確認 し

ました。2年 目である本年度は、「授業のあり方」をさ

ぐる授業実践研究を進めることにしています。今後、皆

様のご支援とご指導をいただくことになると思います

ので、どうぞよろしくお願い致 します。



あらためて美術教育を考える

新教育過程が完全実施の時期に入り、各学校では、今、

実践 。評価の年を迎えているのではないかと思います。

子ども達の指導のあり方や、評価のあり方をめぐって

は、多 くの評論が成されております。 しかし、美術教

育に関 して言えば、現実には、「思いのまま」「思いを

持って」と語 られている内容には、どことなく抽象的

な印象がぬぐいきれないのも事実ではないでしょうか。

本来「思い」とは、人がある一定期間あるいは人生の

一時期に抱き続ける心の状態を指 して用いられる言葉

であり、造形活動の中で用いられる場合には、造形文

法というものと切 り離 して考えることはできないと思

います。

美術教育は、これまで、めざす子ども像や、子ども

が獲得すべき学習内容の価値には、何ら関与 しないで

きたとは考えられません。それは、教育を通 して価値

判断できる感覚や能力をどう体得させていくかという

ことから無縁であったとは思われないからです。多く

の美術教師は、子どもを丸ごと見つめ、その健やかな

成長発達を願い、全教育活動の中で、美術教育の実践
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に取り組んできたと思います。その意味では、言語表

現によって育てようとするものと、造形表現によって

育てようとするものとは、教育という根っこの部分で

は密接不可分のものであるはずです。

「思いのまま」「思いを持 って」表現する活動には子

どもの心を解放 し、様々な制約を取 り除いた環境の中

で、子どもの表現を引き出すという点で、まさに新 し

い学力観が求めている、自ら思考 し、判断 し、表現す

る力を培うものであると思われます。一方で題材の与

え方を一歩誤った時は、子どもへの悪 しき迎合主義に

おちいる不幸な表現活動になりかねない要素を持 って

いるのではないで しょうか。

私たち美術教育に携わる教師は、これまで積み上げ

てきた子ども観、子どもの作品の読み取 り方、子ども

の造形能力の育て方等の財産を生か しつつ、子どもの

造形学習の節々で、子どもの「思い」を表現に結びつ

ける「支援」のあり方を探っていくべきであり、決 し

て子どもを迷路に立たせるようなものであってはなら

ないと思います。

第 21回北海道教育美術展のご案内

「北海道教育美術展」は、第21回展を迎えることとなりました。

作品の質の向上をめざすと共に、参加校が増えることを願いながら企画・運営に当たってまいりましたが、昨年は、

14,590点 、233校の参加を見ることができ、連盟の趣旨が、全道各地に確実に広がりつつあることを感じております。

平成6年度、第21回ゴヒ海道教育美術展の日程は下記のように決定いたしました。暮れには、子どもの思いがあら、れた

たくさんの作品に出会うことを楽しみにしております。

昨年を上まわる出品を期待しております。

・ 会 期  平成 7年 1月 12日 (木)～ 17日 (火 )

。会 場  札幌駅前さっぼろ東急百貨店 10階

。表彰式  平成 7年 1月 15日 (日 )午後 1時より

札幌駅前さつぼろ東急百貨店モナリザスクール

・ 審査日  平成 6年 12月 26日 (月 )。 27日 (火 )

・ 締切日  平成 6年 12月 16日 (金 )

・ 送付先  〒065本し幌市東区北 36条東 13丁 目3-1

札幌市立栄町小学校内

北海道教育美術展係 宛

*問合せ  札幌市立琴似中央小学校  小柳雄嗣

011 (631)6306

(7)



>特  長く

'用
逮 く

[EEEli:1重ヨI[:11番[Iill‐

石・釜涯論 プラス

チック′ご6かける

ニューサクラカラー

構式会社サワラワレ

'(ス

翻 物 '″
嗜

国
= サクラカラ嗜

|ギ■|■1

1ユニ蒙

■懇餞総撼霊|■4幕蛾懸驀燿|

WAT
革|¥燎 |レ1等器|ユ

きがとあ

釧路大会の実践のひびきが感 じられる大会案内がとどけられました。たくさんの実践が全道各地から集ま

リネットワークの輪 もさらに大きくなることが期待されます。心ときめく夏に…
!

中居正光 (東札幌小)元茂章子 (美 しが丘小)今  裕子 (真駒内緑小)伊藤 尚 (上野幌中)毛馬内國夫 (桑園小 )
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